


  
  	
  	
			長崎国際ゴルフ倶楽部（宮原泰治郎理事長）大会記録

			
				長崎国際ゴルフ倶楽部（宮原泰治郎理事長、長崎県諫早市）で開催されたゴルフ大会の記録です。
				
				



      	長崎国際GCとは

      	
      	長崎国際ゴルフ倶楽部（GC）は、1964年（昭和39年）9月に開場しました。「長崎に本格的なゴルフ場を」と願う地元ゴルファーらの熱意によって実現しました。18ホールを備えたメンバーシップコースとしては、長崎県内で最も古い歴史を持ちます。2024年で60周年となります。

        
        
		1994年に日本アマチュア選手権

        
      	開場以来、県外からも注目されるような大きな試合の会場としてたびたび使われました。1994年には日本アマチュア選手権が開催されました。このほか、西日本サーキット、九州オープン、九州アマなど、プロ、アマが競う数々のイベントの舞台になっています。


      	コースごとに樹木でセパレート


      	パー72。バックティーで7090ヤードの距離があります。九州屈指のチャンピオンコースと言われています。コースは各ホールごとに美しい樹木でセパレートされています。青空と緑と風。豊かな自然に恵まれ、打つたびに味わい深いプレーを楽しめます。

        
        インの12、13、14番が攻略ポイント


      	タフなコースセッティングは、プレーヤーのチャレンジ精神を刺激します。中でもインの12番（パー４）、13番（パー４）、14番（パー３）の３ホールの攻略がスコアメークのポイントとなります。



	＜長崎国際ゴルフ倶楽部の概要＞	開場	1964年
	運営会社	社団法人長崎国際ゴルフ倶楽部
	理事長	宮原泰治
	設計者	上田治
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      	2011年 長崎新聞ゴルフ会（第40回記念大会）
     
    

    
      


	＜大会概要＞	大会名	2011年 長崎新聞ゴルフ会（第40回記念大会）
	日時	2011年（平成23年）11月2日
	参加者	124人
	競技方式	ダブルペリア方式
	主催	長崎新聞社
	優勝	
			ネットの部：早田利充
			
グロスの部：山川昭

			
			
	会場	長崎国際ゴルフ倶楽部

 
 
 
      	長崎新聞ゴルフ会とは
     


長崎新聞ゴルフ会は1970年（昭和45年）にスタート。長崎県内でも伝統あるゴルフ大会の１つと位置付けられている。2000年（平成12年）の第30回大会以降、ダブルペリア方式を採用した。また、2011年の第40回大会から「シニアの部」をなくし「ネットの部」「グロスの部」の２部門とした。長崎新聞社が主催。広告スポンサー、マスコミ・広告関係者らとの親睦や健康増進を目的としている。




結果


ネットの部優勝：早田利充さん（創見代表取締役会長）


ネットの部は68.6＝ハンディ15.4＝で回った創見会長の早田利充さん（当時63歳）が優勝。長崎新聞社杯を獲得した。


ダブルボギースタート


ネットの部を制した早田さんはインからいきなりダブルボギースタート。そこから「同伴競技者が上手な人ばかりだったので、開き直って頑張った」と３オーバーの39で折り返す。



ドライバーの調子が戻った


アウトは２番（パー４）でトリプルボギー、７番（パー５）もOBでダブルボギーとなったが、そこが隠しホールにはまった。グロスは84で、しばらく悩んでいたドライバーの調子が戻ったのが大きかった。



ホームコースは喜々津CC


ホームコースは喜々津CCでハンディは11。「すぐシングルになる」と言われたこともあったが「当時はサラリーマンはシングルになってはいけないと思っており、飛距離も落ちた今は特に目指す気持ちもない」。


20回以上出場


楽しいゴルフがモットーと言う通りに、これまで20回以上出場してきて今回が初優勝。「自分では狙っていなくても、ダブルペリアなので仕方がない。今回のゴルフも楽しかった」といつもの笑顔で締めくくった。



ネットの部準優勝：堀清隆さん（長崎三菱信用組合）


ネットの部では、長崎三菱信用組合常勤理事の堀清隆さんが２位に入った。69.0＝ハンディ18.0＝でラウンドした。




ネットの部準優勝：堀清隆さん（長崎三菱信用組合常勤理事）


ネットの部の準優勝は、堀清隆さん（当時45歳、長崎三菱信用組合の常勤理事）だった。


ラガーマン


もともとはラガーマン。６年前にゴルフを始めた。「大きな大会での準優勝は初めて。うれしい」と素直に喜びをかみしめた。


50で折り返し


インの４ホールでトリプルボギーをたたき、50で折り返した。「“もう終わった”と諦め、リラックスしたのが良かったのでしょうか」。


アウトは37


アウト１番（パー４）は２オンから長めのパットが決まってバーディーに。アウトは37にまとめた。


「隠しホールに助けられた」


朝読むことを日課にしている長崎新聞の「きょうの運勢」が良かった。「隠しホールに助けられました。神様が見てくれていたようですね」と話していた。







グロスの部優勝：山川昭さん（コカ・コーラウエスト九州）


グロスの部はコカ・コーラウエスト九州営業本部営業部諫早支店担当課長の山川昭さん（当時43歳）が制した。２オーバーの74（38、36）の好スコア。ネットの部も５位入賞した。


フェアウエーキープを心掛け

	

３番（パー５）で８をたたき「思い切り振りすぎた」と反省。その後はフェアウエーキープを心掛け、最終的には５番（パー４）、15番（パー５）、17番（パー５）でバーディーを奪った。



前日に代理出場が決まる


プレー後は「内容は良くなかったので、優勝できるとは思わなかった。運に助けられました」と述べ、控えめに喜びを表現した。今回は大会前日に急きょ決まった代理出場。「気負うことなくできたのも良かったのでしょう。特にティーショットが良かった」と笑顔で振り返った。



ゴルフ歴は約20年


ゴルフ歴は約20年になる。最近は「長男のソフトボールの試合に付き合い、練習不足が続いていた」と言うが、日々の腹筋や背筋などの筋力トレーニングは欠かさない。「この優勝で、また頑張れます。次のラウンドが楽しみです」と語った。








成績


※OI計ネット


		順位	選手名	所属	
	1位	早田利充	創見	45398468.6
	2位	堀清隆	長崎三菱信用組合	37508769.0
	3位	川口義己	オランダ屋企画	44489269.4
	4位	山下恒太郎	長崎ヤクルト	42428469.8
	5位	山川昭	コカ・コーラウエスト	38367470.4
	6位	田中宏	田中旭榮堂	43499270.8
	7位	田辺聰英	マユミ	43418471.0
	8位	山田俊治	長崎綜合警備	40438371.2
	9位	戸上基憲	大塚製薬	37458271.2
	10位	山下哲也	喜々津カントリー倶楽部	37458271.4
	11位	足達紳一郎	九州電力	47459271.6
	12位	下釜大司	建設新聞社	40408071.6
	13位	門田三男	門田建設	38488671.8
	14位	小川春彌	小川ノ家	39418072.0
	15位	杉永清悟	杉永蒲鉾	47439072.0
	16位	山﨑秀一	浦上自動車学校	39448372.2
	17位	木下孝道	ルークプラザホテル	36407672.4
	18位	市川雅夫	アイティーアイ	48479572.6
	19位	深堀寛治	佐世保地域文化事業財団	42468872.6
	20位	髙野昌明	髙野屋	45438872.8
	21位	平井健司	NBC情報システム	41519273.0
	22位	松本容治	長崎電気軌道	47459273.0
	23位	池田豊	ホーセイ	46469273.2
	24位	西畑伸造	サンスパオオムラ	43489173.2
	25位	門田治男	門田建設	40509073.2
	26位	石動義高	雲仙ゴルフ場	42478973.4
	27位	烏山豊福	カンコウ自動車学校	40438373.4
	28位	原田延介	鶴鳴学園	534910273.6
	29位	川西弘二	長崎ジーエス	524810073.6
	30位	山下忠則	堀内組	49459473.6




	＜各賞＞	ニアピン賞	迫野廣征、安福鴻之助、横山洋一、戸上基憲、木庭健二、早田利充、西畑伸造、大櫛慎一
	ラッキーセブン賞・オリエンタルエアブリッジ賞	田辺聰英
	九州商船賞	戸上基憲
	ホテルＪＡＬシティ長崎賞	山下哲也
	当月賞・全日空賞	足達紳一郎
	長崎放送賞	下釜大司
	テレビ長崎賞	門田三男
	長崎文化放送賞	小川春彌
	長崎国際テレビ賞	杉永清悟
	エフエム長崎賞	山﨑秀一
	キリンビール賞	木下孝道
	アサヒビール賞	市川雅夫
	サントリービア＆スピリッツ賞	深堀寛治
	臥牛窯賞・第40回記念賞・長崎県ＪＡグループ賞	永井剛
	敢闘賞	佐仲義則
	ブービー賞	田中丸善信
	パートナー賞	坂本洋司、猿渡司、黒川一利





	＜特別賞＞	ガーデンテラス長崎賞	永次哲
	ハウステンボスジェイアール全日空ホテル賞	黒川一利
	ルークプラザホテル賞	小林喜平太
	玄海酒造賞	上戸敬一
	九州商船賞	平浩幸
	長崎国際ゴルフ倶楽部賞	森信正
	社長賞	扇道德







石谷晃三プロが指導


ホールアウトした参加者を対象に、練習場でプロレッスン会も開催された。長崎国際ゴルフ倶楽部競技課長兼営業課長の石谷晃三プロが指導に当たった。


体の使い方や力の入れ具合など


石谷プロが受講者１人１人のスイングをチェックし、体の使い方や力の入れ具合などを指導。「クラブを打ちたい方向に投げるイメージで」「ボールを見ずに打ってみて」などとアドバイスしながら、基本姿勢から細かい技術まで丁寧に教えていた。





表彰式


ラウンド後の表彰式では、長崎新聞社の本村忠廣社長が「日ごろの支援に感謝申し上げる。これまで以上に、地域に密着した紙面作りや事業展開を通して、長崎の発展に貢献していきたい」とあいさつ。長崎三菱信用組合理事長の加藤泰典さんが乾杯の音頭を取った。



「ながさき和牛」


ネット優勝した早田利充さんには、長崎新聞社杯と副賞の40型液晶テレビ、長崎県JAグループ賞として「ながさき和牛」が贈呈された。



長崎船舶装備の会長に記念賞



40回の記念大会にちなみ、40位の永井剛さん（長崎船舶装備会長）には記念賞などが贈られた。長崎放送社長の上田良樹さんの万歳三唱で締めくくった。




      


	▲ ページの先頭に戻る


 
 
	 	
      	動画
     
    

    
      

＜コース紹介（公式）↓＞







      


 




	▲ ページの先頭に戻る

      
    
		    
				
  
	

    
  
	
    
    	九州のゴルフ場

        
        
        		長崎国際ゴルフ倶楽部


        

        
       






  
	
 




サイト運営：長崎国際ゴルフ倶楽部の評判・大会記録・コース・口コミ


